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パーソナルCADのGMM製品の位置づけ 従来のGMM-1000シリーズに加え,コストパフォーマンスを重視したGMM一V300と高性能を特長

とするGMM-X500を製品化した｡GMM-V300はコストパフォーマンスを,GMM-X500は速度を重視している｡

CADの普及に作い製図を中心とした設計業務だ

けでなく,製品製造プロセスや一般の事務処理など,

しだいにCADの迫川範閲が広まりつつある｡また,

処理装置としてのパソコン(パーソナルコンピュー

タ),ワークステーションは,ともに急速な低価格化

が進んでいる｡

このようなユーザーニーズの変化や市場の垂加ゎに

合わせ,UNIX※l)ワークステーションとPC/AT※ご)

互換機を処理装置に採川したパーソナルCAD

GMM(Graph Master Mini卜V300とGMM-Ⅹ500

*l=†二製州三巾情事Ii映像メディア事業部

を開発した｡

GMM-V300は,処理装置に業界標準機のパソコ

ンを,OSに最新のOS/2約をそれぞれ採用し,低価

格で高性能を実現している｡GMM-Ⅹ500は,処理装

置にRISC(ReducedInstructionSet Computer)型

CPUを,OSにUNIXとⅩWindow削)をそれぞれ採

用し,再表示を従来のGMM最上位モデルの2倍以

_Lに高速化した｡新シリーズの開発により,価格や
性能面での.忘1ぞろえだけでなく,ユーザーの予算や

業務に合わせたシステム提案が七†能になった｡
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m はじめに

l_1カニ製作所は,昭和58年にGMMシリーズ最初の機種

であるGMM-1Aを製品化したときから,常にユーザー

の安望を取り入れて件能の向_卜,機能の改良に努力して

きた｡

最近,ユーザーから,(1)大きなサイズや;緻(ち)密な図

l良iの作成,LANのサーバなどの鳥貝荷な業務に対応す

る,より強ノJな処理能力を侍ち,(2)よl)高いコストパフ

ォーマンスに対応でき,(3)CAD以外でのアプリケーシ

ョンでも操作件の統一や親和性のれl二がl祁Lる機能を持

つGMMが要求されてきた｡それにこたえて,GMM-

V3nOとGMM-Ⅹ500を開ヲ芭した｡

GMM-V300は,OSに右左新のOS/2を,処押装訪引こ業

界標準のパソコンを採川し,低仙柄でi榊1三能を′ノミ呪し

た｡GMM-Ⅹ500は,処理装‾こ;引こRISC巧せCl)Uを,OSに

UNIXとⅩ-Wind()Wを採川し,従来のGMM紘卜位モデ

ルの2倍以_l二に高速化した｡

ここでは,2機種の製品を小心に,LANなどを含めた

GMMシステムの概要について述べる｡

囚 GMM-V300,GMM-X500の概要

GMM-V300,GMM一Ⅹ5()0の2機種の製.も丁.を,次に述

べる方針によって開発した｡

(1)マルチプラットフォーム対応

GMMは,さまざまな業務,業種にこたえており,ユー

ザーの必要とする処理性能や,機能も帖広い｡このため,

性能を重視する場でナにはワークステーションを,コスト

パフォーマンスを重視する場合には業界標準機のパソコ

ンを処鞭装置とした製.1㌔-をm志し,ユーザーの選択の帖

をJムげる｡

(2)新操作環境への対応

これまでGMMでは,CAD独【｢1の操作環境を採印して

きた｡近年,パソコンもワークステーションもマルチウ

インドウやGUI(GraphicalUserI11terface)を採川し操

作件のtJ-りこを凶ってきており,GMMとしてもワークプ

※1)

2

3

4

※

※

※
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UNIXは,X/Openカンパニーリミテッドがライセンス

している米国ならびに他の1七=二おける登録商標である｡

Ⅰ)C/ATは,米持1IBM社の鷲錨商標である｡

OS/2は,米し日IBM朴の向標である｡

ⅩWind()Wは,米l七1MIT(マサチューセッツ1二科人′､j二二)

の商標である｡

レースシェルやⅩWindowの新たな操作環境に対応し

て操作件を向上させる｡

(3)業界標準技術の利用

これまでGMMは､件能を右主人限に引き‖すため,ハー

ドウェアをi自二接制御したり,OSの機能を独【rlに拡張して

いた｡このため特定の処理装置やOSに依存することにな

り,優れたハードウェアやOSが現れても有効に/Iミかせな

い場合があった｡/卜後は標準化,オープン化された技術

を取り入れ,最新技術へ迅速に対応できる設計として

いく｡

2.1 GMM-V300

2.1.1 システムの概要

GMM-V3()0は,GMMシリーズのエントリーモデルで

あり,一人一台の利川ほ考えた低仙格,砧機能なシステ

ムである｡システムの構成を図1にホす｡

本体処理装置は,業界標準機であるPC/ATカニ枚機を抹

朋することにより,低仙格で曽富な流通ハードを利けJで

き,多様なこ-ズにこたえることができる｡

OSには,32ビットCf)U対応の結節のOSIBM OS/2

J2.1を採川している｡仮想記憶機能によって広人なメモ

リ乍問を利川でき,賢冨なアプリケーションソフトを

GMMと同じ巾lれ【二で実行できることが精良である｡

17インチCRTり､024トソト×768トノト

=固コネクタ形状
変換ケーブル

フロ･ソタ

1486一口×266MH/16MバイトRAM

HDDxI FDDxl

日 甘
340Mバイト1.4Mバイト′ノ■√720kハイト

①

E〕
監打

〔ヨ

lBM*阜OS/2+2.1

GMM基本ソフト

メニューシ【卜

DOS/V*女

1

1

1

106配列

キーホート

忘
ティシタイサ

タフレソト

二主:略語説明ほか

HDD(H～l｢dD■SkDr･Ve),FDDしFl叩PyD■SkDr■Veノ

*1486は,米国インテル社の商標である

**lBM,DOS/Vは,米国旧M社の商標てある

図I GMM-V300システム構成

点線内部が本体の構成である｡業界標準のハードウェア･ソフ

トウエアを任用している｡
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2.l.2 GMM-V300の今寺長

(1)【′_一山な1軸由レイアウト

従来は州巾iを_トトム三如こ分割していたマルチウインド

ウやサブウインドウを,移軌やサイズ変‾更ができるオー

バラップウインドウとし,l′川†な痢l如レイアウトを‾吋能

とした(図2参照)｡

(2)▲快適な操作環塙

作剛`染作は,タブレットメニュー,巾l如メニュー,お

よびキーボードからのニーウェイ人ノJを継/良している｡ま

た,GMMのウインドウやダイアログボックスの梯作は

標準的なソナ言上に統一し,さらにタブレットでOSの西山も

操作‾吋能となり,使い勝手がIrl】_卜している｡

(3)設計支援機能の強化

OSのクリップボード機能を利=した文丁}:列のデータ

交換,､J▲法数他の三けた〆り〃),バルーン欺他のセンタ

リング,20畔=ftiの梅数l羽了帥†りJなど,設計支援機能を強

化している｡

(4)データの_!J二枚性

既存の【対向データやマクロデータは`ノこ今に上位カニ挽を

保っている｡

2.2 GMM-X500

2.2.1 システムの概要

(;MM-Ⅹ500は,GMMシリーズでは初めてEWS

(EngiIleering Workstation)に対応したシリーズ古紙付

機梓である｡システムの構戌を図3にホす｡処坪装訪引こ

は,右左新のPA-RISC7100酢)搭載の高件能ワークステー

ションを採用し,OSにはUNIXオペレーティングシステ

ムを採mすることにより,X Windowにも対応できるilt7i

通･‾■亡淵三能な標準操作環境を実現した｡

2.2.2 GMM-X500の特長

(1)iナノ;速化の追求

従来機樺(GMM-1600)比約3イ‾汗の古Ji速処坤を実ぢ且し

た(表1参照)｡

(2)優れた操作件

GMM-Ⅹ500はOFS/Motif削)準拠の操作環境で,他の

※5)PA-RISCは,米田Hewlett-PackardC()lTIPallyの商標

である｡

※6)OSF/Motifは,OpenSoftwareFoundati()Il,Inc.の向

標である｡
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図2 GMM-V300画面構成

サブウインドウ4枚とマルチ図面ウインドウl枚を開いた画面レイアウトである｡
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l処理装置l

21インチ

キーホ■一卜 】ティスフレイl

3ボタン

マ ウ ス
l

.ディジタイサ:1__-_______J

DATドライフ
l

増設ハードティスク
l

l

-システムラック

l

システムティスク

l

し________+ l

l

lX-Yフロツタ
‾ レーサビームフ､リン

OS HP-UX¥9.0

ソフト GMM碁本フロクラム V2,5X

CPU PA-RISC7100 50MH/

メインメモリ 32Mハイト

内蔵FDD 1.44Mハイト35インチ†トライ7

内蔵HDD
1Gハイト

･ニューサー脚或:500Mハイト〕

注‥[ニコ標準構乱r_∵_1ォ7ション悌
* HP-∪×は,米国Hew】ctl-Pat〕kardCo叩a-1yの商標である

図3 GMM-500のシステム構成

GMM-X500は50MHzのPA-R】SC搭載EWSを処理装置とし,21イン

チカラーディスプレイを標準採用した｡

アプリケーションプログラムとlホJ一の操作を吋能とし

た｡さらに,アイコン起動,プルダウンメニューやダイ

アログボックスなど,快適な操作環境を提供している｡

また従来の機能を継承し,従来機と同一の操作現場を

て大別しているので,従来のGMMユーザーも違和感なく

利川できる｡

(3)設計支援機能の強化

断l巾二次モーメントやグループ機能,何曲管押機能,

卜州内比較チェック機能,重ね書きチェック機能,倍精度

データなど,より高度な設計支援機能をサポートした｡

(4)強ノJで簡単なカスタマイズ(専椚機化)機能

GMM†ム統のスーパーマクロ,ラインフォントや外字

て賢鎚,マクロジェネレータなどのカスタマイズ機能もサ

ポートした｡

表I GMM-X500の処理速度

GMM-1600の処理速度をlとした場合のGMM-X500の処理速度を

相対値で示す｡値が大きいほど処王里速度が速いことを表す｡

図 面
再表示

線 分
円作図

面 積 領 域 断面二次
平 均

配 置 作 図 計 算 トリム モーメント

2.5 Z.8 2.6 2.3 5.0 】.9 3.5 2.9
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(5)強力なLAN機能

大容量･高速なサーバとして,図面や部品の一ノ亡管札

プロッタの共同利用などを‾可能とした｡

(6).恩富なオプション

解析･技術計算など1,400樺以上のアプリケーション

や空茶な日立製作柄のPA-RISCを用いているEWSであ

るHITAC HI9()()()のオプション機能を利用できる｡

田 +AN

3.1GMM間の+AN

GMM-V300･GMM-Ⅹ500のLANは,従来のGMM-

1()()()シリーズのLANと同様にGMMのコマンド_Lから

凶向管理･プロッタ共有ができるLANを意識させない

什様となっている｡

また,二当然のことながらGMM-V300･GMM-Ⅹ500お

よび(;MM-100∩シリーズのGMMを,従来の使い勝手の

まま接続するLANも計画小である(図4参照)｡

3.2 他機種接続

従米GMMでは,上位プロトコルとしてGMM-1()()0シ

リーズ柑の【I本譜MS OS/2LANマネージャ弊7)を刷

い,卜位プロトコルとしてトト立製作所独白の手順を佐川

していたため社外の機椎への接続はできなかったが,

(;MM-V300ではLANサーバ削),GMM-Ⅹ500では

NFS馴)のように業界標準的なプロトコルを用いて接続

件を上げている(GMM-V300は一丁左中)｡

GMM-V300･GMM-Ⅹ500は,オープンアーキテクチ

ャなので,LAN構築の実績のあるユーザーや特約店でも

SIできる柔軟なシステムとしている｡また,GMM基本ソ

フトとしては対応していないが,パソコン,EWSとして

各種LANに対応しているため,顧客のニーズに介ったシ

ステムが構築できる｡

巴 アプリケーションソフト

GMMには,各業種に特化したAP(アプリケーション

ソフト)がある(図5参照)｡

(1)機械業

機械設計･製図川APが,｢機械設計+である｡

機械設計は,タブレットに載せたメニューシート(図6

※7)fl本譜MS OS/2LANマネージャは,米倒マイクロソ

フト社の商標である｡

※8)IJANサーバは,米凶IBM祉の商標である｡

※9)NSFは,SuIIMicrosystems祉の商標である｡
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GMM一×500 GMM一V300 GMM【1000

シリーズ

GMM GMM GMM GMM

NFS NFS +M/× +S +M

TCPハP TCP/lP TCP/lP TCP/lP

注:略言吾説明

+S(+ANサ【バ),+M(LANマネージャ),NFS(NetworkFi】eSystem)

TCPハP(Transmissio[ControIProtocoけ仙ernetProtocol)

図4 GMM/LANのプロトコル概念図

GMM-X500･GMM一V300･GMM-】000シリーズの接素売プロトコル

である｡3種のGMMがTCP/lPによって接続される｡

参照)の升Hをカーソルで指定するだけで,ボルトや軸物

の作図,シミュレーション(リンク,プーリ)を可能とし

ている｡

三岡面から簡単な操作で三次元(ワイヤフレーム)デー

タを自動牛成するAPが"CG-3DⅢ''である｡

分解組_立図や外観凶の作成に有効であり,最大の特徴

は,三次元を意識しないで作図した三由凶から立体図が

牛成できることである｡

(2)電気業

電子回路図の設計･製図糊Al)が｢電子回路図(NET)+

である｡

NETは,株式会社凶研製のプリント基板CAD"CR-

3000･PWS''ヘネットリスト(配線情報)を渡すことが叶

能である｡

業種

業務

一般機械
三次元 二次元

ミ∩一

己又

計

CG-3DⅡ

テク

機械設計

ニカルイラスト

製

造

MC,旋盤,フライス レーザ,ガス

N

FANUCP-G

接続プログラム*

Cステーション

(a)機械業

注:* GMM-1000シリーズだけに対応

(3)建築業

空調ダクトの施工凶作成用APが,｢建築設備(ダクト施

+二)+である｡

建築設備(ダクト施_l二)では,凪呆計算と抵抗計算から

ダクトサイズを自助計算･自動作図する機能や,平血lメⅠ

から断向凶を自助牛成する機能を持つ｡

また,目立空調機器データを標準装備しているが,今

後は｢建築用配管実寸阿Ⅱ+をバージョンアップし,空

調･街′仁配管のAP強化を行う子宝である｡

8 データ変換

(ユMMには,他CADとデータ変換を行う各種コンバー

タをAPとしてf一日志している｡これらは,すべてCAD小問

フォーマットを介して変換を行う方式である(図7参月別｡

(1)PCES※1り)コンバータ

``pcES”とのデータ変換を行うAPが,｢PCESコンバ

ータ+である｡

PCESは,特左CADに依存しない構造であり,かつ変換

検証機関による認定制度としているため,他の変換と比

べて変換率が高いという特徴がある｡

(2)MCコンバータ

``BMI削1)”とのデータ変換を行うAPが,｢MCコンバ

ータ+である｡

MICRO-CApAM削コ)とのデータ変換に最も過している｡

※10)PCESは,社LすJ法人R本パーソナルコンピュータソフ

トウェア協会が提唱するCAD小l報1フす-マットで

ある｡

※11)BMIは,米田CADAM社が提唱するCADl-いr告Jフォー

マットである｡

※12)MICRO

ある｡

業種

業務
電 気 電 子

三JL

白文

計

単線･三線結線図*

シーケンス回皿

各種盤帳票出力

盤寸法図

電子回路図(NET)

製

造
ラダー図コンバータ(M)

(b)電気業

CADAMは,米田CADAM社の弓芙錨i榊票で

業種

業務
意匠,構造 設 備

三√し

示又

計

建築平面図

屋内配線図Ⅲ事

建築用配管系統国正*

施

工

建築総合図

鉄骨施工図*

鉄骨軸組図(原寸)*

建築設備(ダクト施工)

建築用配管実寸馴

(c)建築業

図5 機械業･電気業･建築業におけるAPの位置づけ GMM-V300･GMM-1000シリーズに対応している各業種でのAPの位置づけを示す｡
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コ
ン
バ
ー
タ

GMM 中間フォーマット

空白部分には,ユーザーシンボルなどが登録可能である｡

]
ン
バ
ー
ク

他CAD

図7 中間フォーマットによるデータ変換

LANによる接続を行えば,F[)でなく通信による変換も可能である｡

(3)DXFコンバータⅢ

"DXF※1ニう)''とのデータ変枚を行うAPが,｢DXFコン

バータⅢ+である｡

DXFコンバータⅢには,データ変挽の規則を対話方式

で設定する機能がある｡この機能により,榊手CADに合

わせて,変授率を向上させることができる｡

※13)DXFは,米1モ1Autodesk社が綻附するCAl)の小間フォ

ーマットである｡
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なお,DXFコンバータⅢは,HICAD/WXとのデータ

変換にも利川できる｡DXFは倍精度変換が‾叶能であり,

精畦を必安とする凶向の変検には有効である｡

田 おわりに

以上,(;几サMの新製品を小心にLANなども含めGMM

システムの概要について述べた｡ノト[叫開発したGMM-

V300,GMM-Ⅹ5()nはともに業界標準のプラットフォー

ムを任用することにより,市販の流通ソフトウェアの倣

哨が吋能である｡これらソフトウェアの利用も含めて考

えると,設計者の大部分の業務を支援するシステムにな

ったものと考えられる｡

今後CADシステムは,設計業務の‾支援システムからオ

フィスや工場全体の合唱リヒ支援システムとしてのこ-ズ

へと噌人していくことが予想されるので,CSS(Client

Server Systenl)やPDM(Product Data Management)

の機能を強化し,これらのニーズにこたえていく考えで

ある｡




